






【要約】

  妊娠中に胎児を視覚的に認知することが妊産褥婦の児の受入れ、特に育児不安に対して

影響を及ぽすかを検討した。正常な出産と産褥が見込まれる初妊婦 16 を対象とした。こ

れらを、通常の胎児超音波スクリーニングを行った群(コントロール群:9 例)と胎児超音

波スクリーニング時に積極的に胎児を形態的に認知させた群(超音波学習群:7 例)に分け、

妊娠後期、産褥 1 週目、産褥 1 力月目に、育児回避、育児不安、STAI のアンケートを行

い、両群間の比較を行った。超音波学習群で育児回避に関して有意な低下が認められ(妊

娠後期: p<0.01、産褥 1 週目: p<0.05)、また育児不安に関して低い傾向が認められた。

妊娠中からの児の視覚的認知は、育児回避を低下させ、分娩後の育児不安を軽減させる可

能性があることが示唆された。


